
高等学校における日本語指導担当者のための研修

―進路選択とキャリア形成を支える教育の実現にむけて―

子どもの日本語教育研究会 第10回大会 3月8日（オンライン）

工藤聖子・小西円・齋藤ひろみ・原瑞穂（東京学芸大学）・市瀬智紀（宮城教育大学）
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１．発表の目的

令和５年度～高等学校においても日本語指導を
「特別の教育課程」として編成・実施

令和６年度に「特別の教育課程」の理解と、外国人生徒の社会参
画・キャリア開拓を目指した日本語指導に関する研修を実施

「高等学校における日本語教育」に関する
研修の内容構成・実施方法を検討
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豆の木モデル 公益社団法人日本語教育学会（2020）『文部科学省委託2017-2019年度 外国

人児童生徒等教育を担う教員の養成・研修モデルプログラム開発事業 外国人児童

生徒等教育を担う教員の養成・研修のための「モデルプログラム」のガイドブック』

3



回 テーマ 資質・能力

第1回

６月９日

（日）

進路選択で重

視される「日本

語の力」

・捉える力（社会的背景の理解）

・育む力（日本語・教科の力ｓの

育成）

第2回

７月７日

（日）

キャリア開拓の

ための日本語

指導

・育む力（日本語・教科の力の育

成）

・つなぐ力（学校づくり）

第3回

８月１９日

（月）

社会参加のた

めの力を育む

日本語指導

・育む力（異文化間能力の涵養）

・変わる/変える力（多文化共生

社会の実現）

研修A 「文化間移動する高校生の日本語指導」

２．研修の概要①

●オンライン 各２時間 ● 定員 １００名→１５０名

●構成

０ 事前の本制度に関するビデオ視聴

１ テーマに関わる講義

２ 「特別の教育課程」実施校の報告

３ 小グループでの参加者間交流で構成

ユニッ
トメン
バー
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２．研修の概要①

https://kodomonihongo.u-gakugei.ac.jp/project03/

https://kodomonihongo.u-gakugei.ac.jp/project03/content9.html



①講義：「特別の教育課程」の編成による日本語指導

－日本語能力試験（JLPT）の受験を「個別の指導計画」に位置付ける－

齋藤ひろみ（東京学芸大学）

②講義：「進路選択の幅を広げる日本語の力を育む」

－日本語能力試験（JLPT）対策を運用力向上のための学習に－

市瀬智紀（宮城教育大学）

③報告：「特別の教育課程」としての日本語指導実施校より

関東地方 A高等学校 定時制（3部制・単位制）

④交流

２．研修の概要②

第1回 進路選択で重視される「日本語の力」

―日本語能力試験へのチャレンジ― 参加者136人
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①講義：「特別の教育課程」の編成による日本語指導

－日本語能力試験（JLPT）の受験を「個別の指導計画」に位置付ける－

齋藤ひろみ（東京学芸大学）

②講義：「進路選択の幅を広げる日本語の力を育む」

－日本語能力試験（JLPT）対策を運用力向上のための学習に－

市瀬智紀（宮城教育大学）

③報告：「特別の教育課程」としての日本語指導実施校より

東京都立砂川高等学校定時制（3部制・単位制）

教諭 高島みゆき 日本語指導支援員 綾野 舞

④交流

２．研修の概要②

第1回 進路選択で重視される「日本語の力」

―日本語能力試験へのチャレンジ―
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学）

②講義：「進路選択の幅を広げる日本語の力を育む」

－日本語能力試験（JLPT）対策を運用力向上のための学習に－

市瀬智紀（宮城教育大学）

２．研修の概要②

第1回 進路選択で重視される「日本語の力」

―日本語能力試験へのチャレンジ―
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２．研修の概要②

第1回 進路選択で重視される「日本語の力」

―日本語能力試験へのチャレンジ―

③報告：「特別の教育課程」としての日本語指導実施校より

関東地方 A高等学校 定時制（3部制・単位制）

【特別の教育課程】
4単位（週2時間×2日）
自由選択科目時間に選択

まんが「世界の歴史」、
「日本の歴史」中学校の理科、
社会の教科書を購入

JLPT合格により増単位
JLPTN3:1単位
JLPTN２:２単位
JLPTN１:３単位

事例紹介：
【日本語教材を使って】語彙力アップのトレーニング、敬語トレーニング、JLPT受験対策
【個に合わせて】ゲーム・漫画、歌の翻訳、スマホストラテジー、教科支援

9



①開会・趣旨説明

②キャリアを開拓する日本語指導

―職業的専門性に関連付けた日本語学習活動を例に―

東京学芸大学 小西円・齋藤ひろみ、明治大学 武内博子

③「特別の教育課程」による日本語指導実施校の報告

関東地方 B高等学校 （定時制）

④交流

２．研修の概要③

第２回 キャリア開拓のための日本語指導 参加者125人
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②キャリアを開拓する日本語指導

―職業的専門性に関連付けた日本語学習活動を例に―

東京学芸大学 小西円・齋藤ひろみ、明治大学 武内博子

③交流

２．研修の概要 ③

第２回 キャリア開拓のための日本語指導
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②「特別の教育課程」による日本語指導実施校の報告

関東地方 B高等学校 （定時制）

２．研修の概要 ③

第２回 キャリア開拓のための日本語指導

２０２４年度
特別の教育課程：「日本語基礎」
学校設定科目：「日本語Ⅰ」

持続可能な体制づくり
→日本語教育の専門知識がない
一般教員が指導できるように。
→日本語指導担当者は「共生部」
として公務分掌化する

アクティビティと結びついた活動
例：「自己紹介、他己紹介」
「先生方にインタビュー」
「自分のテスト時間割をつくろう」等

生徒の変化：授業の感想入力等で、日本語が上手になってきたと感じることが増えた、日本語を覚えよう
とする姿勢が強くみられるようになった。
職場の変化：「やさしい日本語」で通知をするなど外国人生徒・保護者に配慮しようとする雰囲気が生まれ
た、日本語指導についての関心が高まった、授業内容が深められなくなってしまった
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①開会・趣旨説明

②社会参加のためのことばの力を育む

―社会に関わりつづけ、問題を解決するために―

齋藤ひろみ・小西円（東京学芸大学） 市瀬智紀（宮城教育大学）

事例報告

北陸地方 C高等学校

③「特別の教育課程」による日本語指導実施校の報告

北海道地方 D工業高等学校

④交流

２．研修の概要④

第3回 「社会参加のための力を育む日本語指導」
参加者 119人
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②社会参加のためのことばの力を育む

―社会に関わりつづけ、問題を解決するために―

齋藤ひろみ・小西円（東京学芸大学） 市瀬智紀（宮城教育大学）

事例報告

荒井学園高岡向陵高等学校 非常勤講師 青木由香

③「特別の教育課程」による日本語指導実施校の報告

北海道函館工業高等学校 教頭 鈴木悟 教諭 前野哲也

④交流

２．研修の概要 ④

第3回 「社会参加のための力を育む日本語指導」
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事例報告

北陸地方 C高等学校③

２．研修の概要 ④

第3回 「社会参加のための力を育む日本語指導」

●学校設定科目「キャリアアップ」
１学期：漢字・語彙・文法／読解・自分を見つめるアク
ティビティ
２学期：話し合いからの授業・学校生活への批判
→テーマ「先生たちに私たちのことをわかってもらう
にはどうしたらいいか」
→学校長への要望書作成

★要望書作成の中での日本語指導
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①開会・趣旨説明

②社会参加のためのことばの力を育む

―社会に関わりつづけ、問題を解決するために―

齋藤ひろみ・小西円（東京学芸大学） 市瀬智紀（宮城教育大学）

事例報告

荒井学園高岡向陵高等学校 非常勤講師 青木由香

③「特別の教育課程」による日本語指導実施校の報告

北海道地方 D工業高等学校

２．研修の概要 ④

第3回 「社会参加のための力を育む日本語指導」

●学校設定科目
「日本語基礎」（１単位）：使用教科書「GENKI」
「日本語指導」（１単位）：週２回始業前
●プリントや黒板等のルビ振り

「現代の国語」「公共」「保健」の授
業への入り込み指導

地域連携：
近隣の大学との連携、地域の日本語教育研究会主催の日本語サロンへの参加、地域の日本
語教育研究会からの非常勤講師派遣
授業変更や来校する大学生の情報をGoogle Classroomによって高校、大学、地域の日
本語教育研究会で情報共有
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３．アンケート結果から

学校教員(常

勤・非常勤)

51%

日本語支援員

/指導員等(教

育委員会派遣

等)

19%

その他

15%

地域ボラン

ティア

12%

教育行政職

(教育委員会

他)

3%

お立場

いいえ、高校生

の支援・教育は

行っていませ

ん

36%

はい、高校生に

指導・支援を

行っています。

32%

はい、高校生も

含めて、他の年

齢層の子ども

の支援・教育も

行っています。

27%

その他

5%

支援・教育対象者は高校生ですか
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３ ．アンケート結果から

講義

66%

33%

1% 0%

とても参考になった
参考になった
あまり参考にならなかった
参考にならなかった

67%

32%

1% 0%

とても参考になった
参考になった
あまり参考にならなかった
参考にならなかった

事例報告 交流

36%

49%

7%

8%

とても参考になった
参考になった
あまり参考にならなかった
参考にならなかった
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３ ．アンケート結果から ー自由記入欄よりー

● 「教科とJLPTを相互に意識し指導の関連性を付けることで、どちらにとってもより高い学習効果や

キャリア支援につながるということを認識できました」

●「高校生の支援活動で、JLPTを取り上げようとしても、なかなか高校生が積極的に参加しようとしな

いため悩んでいましたが、今日の研修で、自分自身の工夫や認識が不足していたことがわかりました。」

● 「共生」が担当教員だけでなく校内全体に浸透していくプロセスを共有する必要性を改めて感じました。」

●「特定の語彙表現の学習するのではなく、職業・専門的内容と日本語の統合型の学習により、ことばの形

成だけでなく、協働による人間形成にまで及ぶ授業展開は大変参考になりました。」

●「キャリア開拓のための日本語として、専門的なことではなく高校で求めてられている基本的なことが大

事だと気づかされました。

●「事例でのお話は、学校の協力体制が十分に取られていない中で、一非常勤講師がこんなこともできるんだ、と驚き

ました。私も高校の非常勤講師ですが、なかなか一歩が踏み出せないでいます。意識を変えなければいけませんね。」

●「支援者としてはどうしても日本語力を伸ばすことに力を注力してしまいがちですが、言葉を使って社会参加、自治

(学校など)に関わる経験こそが生きた学びとなる。冒頭の斉藤先生のご説明と2校の実践報告が具体的な形で結び

つき、とても実感としてわかりやすかった」

第１回
進路選択で重視さ
れる「日本語の力」

第２回
キャリア開拓のため
の日本語指導

第３回
社会参加のための

力を育む
日本語指導

19



３ ．アンケート結果から

次年度の研修について

参加したい研修内容

（項目 左から）
「特別の教育課程」の制度とその実施方法
日本語指導・外国人生徒等教育の受入体制・仕組みづくり
「個別の指導計画」の作成と日本語指導の計画
日本語指導の具体的な実施方法
教科指導の工夫・教科と日本語の統合学習の実施方法
外国人生徒対象のキャリア教育・市民性教育
母語・母文化教育・多文化共生教育
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４．今後の研修に向けて

2025年度研修の実施

●高等学校における日本語教育の現状と「特別の教育課程」の周知

●日々の日本語指導に関する具体的情報

●資質能力についてのアンケート項目を追加

交流について

●単なる情報交換ではなく、具体・現実の問題解決方法を探る活動の場のデザイン

多様な現場の様々な立場の者が、
互いの実践とその違いから学び合い、
相互にエンパワーされる空間づくり
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